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• 2016年6月、日本IMS協会の創設を記念し、設置。

• IMS GlobalのLearning Impact Award (LIA)に範をとり、テクノロ
ジーの教育利用に多大な貢献のあった優れた事例を顕彰する。

• 製品やサービス（開発段階のプロトタイプを含む）を提供したベンダー
ばかりでなく、それらを導入し革新的な実践を行った教育・訓練機関か
らの応募も対象とする。

• ベンダーと導入機関が密接な連携の下、海外での利用を視野に入れたグ
ローバル標準に則った開発を期待している。

• 優秀賞にはIMS Global Learning Consortiumの主催するLIAの最終審
査への出場権、さらに第1位には渡航費補助として賞金20万円を授与す
る。



日本IMS協会概要
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 設立
2016年（平成28年）6月3日

 事業内容
• IMS-GLCの諸技術標準の広報・普及
• IMS-GLCの諸技術標準に関連する研究コミュニティの形成・育成、
並びにIMS-GLCの諸技術標準に関連する調査・研究の推進

• IMS-GLCの諸技術標準の導入支援のためのワークショップ、セミナー、
交流会などの開催

• 日本及び国外の関連諸団体との交流・連携
• 日本及びアジアにおいて、IMS-GLCの諸技術を用い、eラーニング等
を活用する人材の育成

• その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

 幹事会員

 一般地域会員

7団体

25団体

 連携会員 8団体

※2020年6月現在

◆ 理事会
理事長 白井 克彦 早稲田大学 名誉顧問
副理事長 大久保 昇 株式会社内田洋行 代表取締役社長
副理事長 岸田 徹 株式会社ネットラーニング 代表取締役会長
理事 𡌶𡌶 弘明 株式会社デジタル・ナレッジ 代表取締役社長
理事 山田 恒夫 放送大学 教授
理事 川原 洋 株式会社サイバー大学 代表取締役 学長
理事 Robert Abel IMS Global Learning Consortium CEO 

監事 吉田 眞 東京大学 名誉教授



高等教育ITコンソーシアムと国際標準化団体
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EDUCAUSE

IMS Global 
Learning 
Consortium

AXIES
– 大学ICT推進協議会

1995, the Instructional 
Management System 
project at National Learning 
Infrastructure Initiative

1999 NPOとしてスピンオフ

2011設立

日本IMS協会
2016設立

大会部会セッション後援



日本IMS協会
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日本IMS協会 IMS Global

共同事業「IMS Japan Project」

例：IMS Japan賞とIMS LIAのリンク
One Roster日本版の立ち上げ

特典：
Global CM
50% off

Global 開発中
文書へのアクセス

IMS Global Learning Consortium（略称：IMS-GLC）に、日本から参加する団
体、及び日本国内での普及活動を行う者により構成する自主的な組織であり、
IMS-GLCの諸事業の日本国内での普及を目的とする。



日本IMS協会の体制
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定時総会

事務局

デジタルバッジ等関連標準
国内適用検討部会

Caliper Analytics 関連標準
国内適用検討部会

OneRoster
国内適用検討部会

LTI
国内適用検討部会

理事長 白井 克彦
早稲田大学 名誉顧問

副理事長
大久保 昇

株式会社内田洋行 代表取締役社長
岸田 徹

株式会社ネットラーニング 代表取締役会長

運営委員会 技術委員会
委員長 山田 恒夫 （放送大学）
副委員長 三好 昌己 （内田洋行）

李 在範（ネットラーニング）
田中 頼人 (サイバー大学）

委員長 常盤 祐司 （法政大学）
副委員長 井上 由紀夫（内田洋行）

李 在範 （ネットラーニング）
秦 隆博 （デジタル・ナレッジ）

※2020年9月現在

※幹事会員：7団体、一般グローバル会員：1団体、一般地域会員：26団体、連携会員8団体

主査 井上 由紀夫（内田洋行）
副主査 山田 恒夫（放送大学）
副主査 藤村 裕一（鳴門教育大学）

主査 山田 恒夫（放送大学）
副主査 秦 隆博（デジタル・ナレッジ）

主査 梶田 将司（京都大学）
副主査 李 在範（ネットラーニング）

主査 畠田 浩史（内田洋行）
副主査 田中 頼人（サイバー大学）

事務局長 藤原 茂雄（内田洋行）

理事長

理事会
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IMS Globalについて

 e-Learning / ICT活用教育分野における国際標準化団体
 技術標準の策定ばかりでなく、その実用を通して、ICTによる教育改革を進める国際コミュ
ニティ

 20年以上の歴史、22か国565の機関会員、25以上の技術標準（2020年6月30日
現在）



IMS Globalの事業領域
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IMS Globalの背景
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 NGDLE - “The next generation digital learning 
environment “

 「次世代電子学習環境」 - “LMSの次”

Brown, July/August 2017
Credit: University of Minnesota, Office of Information Technology. Reprinted with permission.

 相互運用性とシステム統合
 パーソナル化
 分析・助言・学習評価
 連携・協働
 アクセシビリティ

・ユニバーサルデザイン



IMS Global: 採用学習プラットフォーム
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IMS標準概要と国内実績 (2020-6-30 現在)
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仕様 略称 最新版公開年月 V1.0公開年月 概要
Learning Information 
Service LIS V2.0 2013/9 1999/11*1 LMSと教務情報システムのインターフェース

Question and Test 
Interoperability QTI V3.0 2020/5*2 2000/5 LMSとテスト問題のインターフェース

Common Cartridge CC V1.3 2013/6 2008/10 LMSとコンテンツのインターフェース

Learning Tools 
Interoperability LTI V1.3 2019/4 2010/5 LMSと学習ツールのインターフェース

Accessible Portable Item 
Protocol APIP V1.0 2014/3 ← QTIへのアクセシビリティ機能追加

Thin Common Cartridge Thin CC V1.0 2015/5 ← LTIに対応したCC

OneRoster ← V1.1 2020/3 2015/6 初等中等教育の用途に対応したLIS

Caliper Analytics Caliper V1.2 2020/3*3 2015/10 学習ログデータ・モデルとプロセス

Open Badges OB V2.1 2020/1*3 2018/4 デジタルバッジのパッケージ情報

Security Framework - V1.0 2019/5 ←
データ交換のために利用するセキュリティモデ
ル

*1 LISの前身であるEnterprise systems interoperability V1.0
*2 Best Practice and Implementation Guide Candidate Final Public, *3 Candidate Final



IMS技術標準によるエコシステムの構築例
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LTI (Learning Tools Interoperability)
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LMS（Platform）と学習教材（Tools）の相互運用を実現する技術標準。
認証情報をToolsへ引き継ぎ、ToolsをLMSの一部として扱うことを可能にする。



Caliper
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学習履歴データを、様々な学習環境からデータを収集できるようにし、各プラットフォームや
学習アプリでの相互運用を可能にする。



Caliper Framework
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ログの内容を定義するプロファイルと、ログを送信するプログラム（ライブラリ）である
Sensorで構成



Common Cartridge
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教材（ePubなど）をLMS上で相互運用するための技術標準。



Common Cartridgeによる教材の共通運用
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Canvas - Moodle



OneRoster
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「Roster」は名簿。主に初等中等教育において、クラス名簿や、成績、教材の相互運用
を可能にする技術標準。SIS (School Information System ≒校務システム）とLMSと
のデータ交換に用いられる。

クラス名簿

Class Roster

成績情報

Gradebook 
Results

教材情報

Resources



OneRosterによるクラス名簿の共通運用
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QTI (Question & Test Interoperability)
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コンテンツ
オーサリングツール

プラットホームＡ プラットホームＢ

QTIを採用していない場合

相互利用不可

アセスメントやテスト，クイズ，様々なオンラインテストシステム間でのデータの相互利用を
可能にする技術標準

QTIサポートシステム（IMS認定）
• Instructure Canvas
• Northwest Evaluation Association NWEA
• BPS ONYX
• Public Consulting Group PCG
• Houghton Mifflin Harcourt
• Questar Assessment
• Progress Testing
• SchoolSpire
• Open Assessment Technologies (OAT) TAO
• Pearson Education TestNav
• Performance Matters Unify



Open Badges / CASE / CLR
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• Digital Badges 
– Open Badge Version 2 (OBv2)

• Digital Credentials （電子成績証明）
– Extended Transcript（成績証明書）
– Comprehensive Learner Record 

• CBE （コンピテンシー型教育）Interoperability
– CASE (Competency and Academic Standards 

Exchange)



Open Badges
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発行者 検証プロセス

受領者

表示者 消費者

【企業採用担当者
大学入試関係者】

【学生・受講者】

【教育機関】



Comprehensive Learner Record (CLR)
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Competencies & Academic Standards Exchange (CASE)
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システム間での学習・教育に関わる能力（Competency）の交換、ルーブリック、学習
基準の記述に使用する技術標準。



CASE Network
学校やディストリクトがCASEよって記述された学習到達基準を公開。自由に参照できる。
https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/

https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/
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